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水田に対する各種有機物の施用効果

一大規模施設による工場堆肥等の特性と水稲に対する施用効果一

第2報　岩手県南部沖積地帯における施用効果
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1　ま　え　が　さ

これまで・岩手県南部の養蚕地帯では粂桑育廉条を一部

は桑園等に還元していたが，その多くが投棄きれており，

その有効な活用の方法が課題となっていた。そのひとつの

方法として．廃条を家畜敷料として利用，堆肥化が考えら

れた○この虜条堆肥，及び第1報で報告した工場堆肥の沖

積水田への施用について検討したのでその試験結果を報告

する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手県農試県南分場（褐色低地土，江刺
統）

（2）試験区の構成及び耕種概要（表1）
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3　試　験　結　果

（1）施用有機物の化学性

癖条堆肥は牛厩肥より各成分ともにやや少ない。しかし

廃条堆肥の主成分である廃条の木質部がすぐ分解・利用さ

れるとは考えにくく，易分解性有機物のC・N比は分析結

果より小さいと考えられる。工場堆肥の成分については第

1報で報告しており，ここでは省略する。

（2）各種有借物の同鼓施用による生育室の比較

1り108施用で茎数増加を比較（図1）すると，廃条堆

肥の場合3か年とも初期は牛厩肥区．及びわら堆肥区並か

ら上まわったが，中期以降緩慢な増加量となった。
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工場堆肥は1980年，1981年とも生育期間全般を通して旺

盛な茎数増加となり，過繁茂ぎみの生育析となった。

以上のような傾向はアンモニア態窒素，及び棄身窒素弟

度の推移からも認められ，廃条堆肥施用区は牛臨肥区．及

びわら堆肥区より両者とも初期やや高めに推移し，工場堆

肥は全般に高めに推移していろ。

（3）施用星の検討

廃粂堆肥は図1から明らかなように1981年，及び1982年

ともに生育崖は1〃108施用区が0．5〃108施用区を上ま

わった。また，lJ／108施用区でも出橙期，辟長，下位節

間長の割合，及び倒伏度は牛厩肥区，及びわら堆肥区とほ

ぼ同様の結果となった（表2）。

工場堆肥は0．5〃10a施用区でも牛厩肥区，及びわら堆肥

区を上まわる生育壷となっており．過繁茂の傾向が認めら

れる。また．1980年のように出穂期が1～2日遅れ．辟長

も長くなり，下位節間長の割合も大きくなり，過繁茂の生

育とあいまって倒伏した。特に1り108施用区で著しい結

果となった。

（4）収益（表3）

廃条堆肥の1〃108施用区の玄米重は1980年には牛厩肥

区を上まわり．1982年は牛底肥区並となった。0．5g／108

施用区はやや低収であった。したがって，1り108施用に

より牛厩肥．及びわら堆肥施用と同等か，上まわる収姐を
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得ると考えられる。

工場堆肥の1〃108施用区は，3か年とも倒伏し低収と

なった。0．5り108施用区は．収量的には牛厩肥区並か，

それ以上となったが．他の有梼物施用区より早期から例伏

し．品質は低下した。したがって，工場堆肥の施用遠は生

育城，及び収享達等を考え合わせ．0．5〃108より減らさな

ければならないと考えられた。
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（5）工場堆肥の減量施用の検討

工場堆肥は0．15り108施用区，及び0．3り108施用区と

も牛厩肥区並から上まわる茎数増加となった（図1・1982

年）。また，梓長．下位節間長の割合，及び倒伏度等は

0．15f／108施用区が牛厩肥区並．0．3り108施用区でもや

や梓長が長くなっているが倒伏の差は認められない。した

がって，工場堆肥は0．3り108以下の施用塁で牛厩肥，及

びわら堆肥と同等の効果が得られると考えられる。

（6）まとめ

廃条堆肥を水田に還元する場合，水稲の生育は初期旺盛，

中期以降硬慢な生育相をとることで年厩肥，及びわら堆肥

とやや異なる点が認められるが，出穂斯・収量等他の要因

については同様の傾向であり．これらの唯厩肥の代替にな

りうると考えられる。施用量は1り108が適当で連用によ

る水稲への障害は認められない。

工場堆肥はこれまでの堆厩肥と同様の利用をすると．過

繁茂・出穂期の後れをまねき，倒伏も十分予想されるため

減墟施用が必要で，施用墨は0．3〃108が限界と考えられ

る。しかし，0．3り108というのは1982年のみの試験結果

であり，連用効果等について1983年も継続検討中である。

なお．第1報，及び第2報ともに地域農業複合化技術開

発研究の中でとりくんだ試験である。




